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産業部門は、北九州市の温室効果ガス排出量の約６割を占めており、鉄鋼業等の素材型産業
からの排出が多く、石炭や石油などの化石燃料の使用による二酸化炭素の排出が大半を占めて
います。
このため、
①徹底した省エネの実施
②電力部門への再エネの導入
③化石燃料を使用している工程の電化
④電化が困難な部分への新たなクリーンエネルギー(水素等)の導入

を基本的な考え方とし、企業のイノベーションの早期実現を支援します。

省エネ（事業活動の省エネ化） 電化＋電源の脱炭素化

イノベーションの推進水素等の普及

取組の方向性
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施策 取組概要

北九州市グリーン成長戦
略の推進

エネルギーの脱炭素化とイノベーションの推進に向け、「北九州市グリーン成長戦略」の取
組を推進します。

風力発電関連産業の総合
拠点化の推進

響灘地区の充実した港湾インフラと広大な産業用地を活用し、風力発電関連産業の総合拠
点の形成などを図る「グリーンエネルギーポートひびき」事業を推進し、今後主流となる浮
体式洋上風力発電拠点形成に向けた検討を実施します。

第三者所有方式を活用し
た太陽光発電設備等の導
入補助【再掲】

第三者所有方式を活用した太陽光発電設備等の導入を行う事業者に対し、導入費用の一
部補助を行います。

水素社会の実現に向けた
実証・PR

脱炭素社会・水素社会の実現に向けて、東田地区の水素パイプラインを活用した水素関連
の各種先端技術の実証を支援するとともに、本市の取組みを市内外に向け広くＰＲします。

水素の供給・利活用拠点の
形成による水素拠点化の
推進

市内における水素拠点形成を推進し、地元企業の脱炭素化と国際競争力強化、市内への新
たな産業集積につなげるとともに、市内外へ水素拠点化の取組を発信します。

「北九州GX推進コンソー
シアム」を基盤にした市内
企業のGXの推進

市内企業のGX推進に向けて、「北九州GX推進コンソーシアム」を中心に、最先端の研究開
発や産業集積の推進、ビジネススクールの開催による人材育成、専門家による無料相談・現
場派遣、GX分野への取組みに関する補助などを行います。

産業部門（取組の方向性）

産業部門
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施策 取組概要

農林水産業のスマート化
の支援

農業者の高齢化や担い手の減少による労働力不足の解消を図るため、最先端のDX技術等
を活用して省力化や高品質生産を実現する「スマート農業」の実証試験等を実施します。
また、これまで長年の経験や勘で行ってきた漁業の効率化を図るため、大学と連携して最
新の漁場や水産資源に関するデータを収集し漁業者に提供することで、漁業生産性の向上
に繋げます。

イノベーション創出に向け
た研究開発の支援

産業用ロボットの用途拡大ニーズに応える研究開発を産学連携で強力に進めるとともに、
人口減少、高齢化による労働力不足の課題を有する地域企業にロボット等の導入支援を積
極的に行い、生産性革命を推進します。
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エネルギー安定供給、経済成長、脱炭素（温室効果ガスの排出削減）の同時実現に向けた社会変
革の取組のことをいいます。

出典：第16回GX実行会議資料（2025年12月22日）

産業部門

GX（グリーン・トランスフォーメーション）①
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・国は、2025年12月、重点分野（※）ごとにGXの方向性と投資促進策等を取りまとめた
「分野別投資戦略」を改定（ver3）しました。

・本戦略の遂行により、GX投資を促進し、日本におけるGX実現を推進していくとしています。

出典：分野別投資戦略（ver.3）（2025年12月26日）

※以下16分野
鉄鋼、化学、紙パルプ、セメント、自動車、蓄電池、航空機、SAF、船舶、くらし、資源循環、AI・半導体、水素等、
次世代再エネ（ペロブスカイト太陽電池、浮体式等洋上風力、次世代型地熱）、原子力・フュージョンエネルギー、CCS
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・国は、2025年12月、重点分野（※）ごとにGXの方向性と投資促進策等を取りまとめた
「分野別投資戦略」を改定（ver3）しました。

・本戦略の遂行により、GX投資を促進し、日本におけるGX実現を推進していくとしています。

出典：分野別投資戦略（ver.3）（2025年12月26日）

※以下16分野
鉄鋼、化学、紙パルプ、セメント、自動車、蓄電池、航空機、SAF、船舶、くらし、資源循環、AI・半導体、水素等、
次世代再エネ（ペロブスカイト太陽電池、浮体式等洋上風力、次世代型地熱）、原子力・フュージョンエネルギー、CCS

GX（グリーン・トランスフォーメーション）②

GX（グリーン・トランスフォーメーション）③



66

水素は、カーボンニュートラルに向けて鍵となるエネルギーであり、
2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、世界の水素等※需要量も拡大する見込みです。

出典：分野別投資戦略 参考資料（水素等）

※水素等：アンモニア、合成メタン、合成燃料を含む
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・2050年カーボンニュートラルに向けて、水素等（アンモニア、合成メタン、合成燃料含む）は
様々な用途で活用が期待される原燃料として注目されています。

・特に、代替技術が少なく転換が困難な、鉄鋼・化学等のhard to abateセクターや、
モビリティ分野、サプライチェーン組成に資する発電等での活用が期待されています。

出典：分野別投資戦略 参考資料（水素等）

水素等（水素社会の広がり）

水素等（水素等の重要性）


